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現
在
、
公
共
下
水
道
事

業
を
楠
目
地
区
で
二
件
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
逆

川
地
区
で
二
件
、
合
計
四

件
の
工
事
を
発
注
し
て
い

る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
及
び
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
お
け
る
事
業
認

可
が
本
年
度
末
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
審

議
会
か
ら
答
申
を
頂
い
た

区
域
拡
大
を
目
的
と
し
た

都
市
計
画
決
定
や
事
業
認

可
の
変
更
作
業
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
下

水
道
審
議
会
か
ら
答
申
を

頂
い
た
下
水
道
条
例
に
基

づ
く
使
用
料
金
の
変
更
を

今
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

健
全
な
下
水
道
事
業
を
将

来
に
渡
り
運
営
し
て
い
く

た
め
、
必
要
な
料
金
改
定

で
あ
り
十
分
な
審
議
を
願

い
た
い
。

　

八
月
上
旬
、
市
民
と
職

員
共
用
の
仮
駐
輪
場
が
税

務
課
北
側
に
完
成
し
た
。

　

西
別
館
・
南
別
館
の
取

り
壊
し
も
九
月
末
ま
で
に

は
完
了
し
、
新
庁
舎
の
建

設
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、

再
び
来
客
者
用
駐
車
場
と

し
て
利
用
す
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
新
庁
舎
の
建

設
工
事
が
始
ま
る
と
、
来

客
用
駐
車
場
は
本
庁
舎
前

の
み
と
な
り
、
数
が
不
足

す
る
こ
と
か
ら
、
職
員
駐

車
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
日
曜
市
南
側
駐
車
場
を

来
客
用
駐
車
場
に
転
用
し
、

不
足
分
を
確
保
す
る
。

　

昨
年
九
月
か
ら
職
員
チ

ー
ム
や
議
会
の
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
た
実
施
設
計
も
八
月
に

完
成
し
、
県
よ
り
建
築
確

認
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
九
月
に
は
入
札
手
続

き
に
入
り
、
十
一
月
に
は

契
約
を
完
了
さ
せ
、
十
二

月
上
旬
に
着
工
し
た
い
と

平成21年第5回定例会が9月2日に開会された。定例会初日には、
議長・各特別委員会委員長の報告、また、門脇市長より各課関連の
行政報告があった。行政報告から抜粋して掲載する。

　

安
全
・
安
心
で
環
境
に

や
さ
し
い
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
耐
震
化
、

エ
コ
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
化
等
の
整
備

に
取
り
組
む
。

　

鏡
野
中
学
校
施
設
耐
震

改
修
工
事
に
お
い
て
は
、

学
校
・
生
徒
の
負
担
軽
減

及
び
安
全
確
保
の
た
め
、

仮
校
舎
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
エ
コ
化
と
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
へ
の
活
用

の
観
点
か
ら
、
六
小
中
学

校
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設

置
、
情
報
教
育
の
充
実
の

た
め
電
子
黒
板
機
能
付
き

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
、

理
科
教
育
充
実
の
た
め
の

理
科
教
育
設
備
整
備
費
等

に
つ
い
て
、
国
の
補
正
予

算
関
連
事
業
を
活
用
し
、

今
議
会
の
一
般
会
計
補
正

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設

の
進
捗
状
況

下
水
道
事
業

ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
構
想

9月定例会

考
え
て
い
る
。

別館が取り壊された市庁舎と周辺



１対１協定

１対
１協
定

１対１協定

高知市
（中心市）

南国市
（周辺市）

香南市
（周辺市）

香美市
（周辺市）

第3段階
H22.3 月議会目標
（１対１協定）

第 2段階
H21 年 12 月議会目標
（議会の議決条例制定）

第 1段階
H20.9.30 目標
（中心市宣言）

第 4段階
H22.12 月目標

（圏域共生ビジョン策定）

中心市宣言

4 市定住自立圏構想（高知市素案）
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人
口
流
出
を
防
ぐ
た
め
、

広
域
的
な
圏
域
の
中
で
、

中
核
を
な
す
市
と
周
辺
市

町
村
が
協
定
を
結
び
、
役

割
分
担
し
て
地
域
の
維

持
・
活
性
化
に
取
り
組
む

必
要
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
。

高
知
市
を
中
心
と
し
て
南

国
市
・
香
南
市
・
香
美
市

の
四
市
に
よ
る
圏
域
形
成

に
つ
い
て
七
月
に
岡
崎
高

知
市
長
よ
り
周
辺
三
市
長

に
対
し
提
案
と
説
明
が
あ

り
、
相
互
に
協
議
、
調
整

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

手
続
き
の
全
体
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
協
定
は
中

心
市
と
周
辺
市
が
各
々
締

結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
連
携
・
協
力
の
方
向

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
議
会

に
お
い
て
議
決
し
、
圏
域

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
行
う

こ
と
と
な
る
。

　

高
知
市
か
ら
は
、
九
月

末
を
目
処
に
中
心
市
宣
言

を
行
う
べ
く
準
備
を
進
め

て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　

本
年
度
末
に
閉
じ
ら
れ

る
大
栃
高
校
の
後
利
用
を

検
討
す
る
町
内
組
織
と
し

て
『
大
栃
高
校
統
廃
合
後

の
利
用
検
討
会
議
』
を
七

月
に
設
置
し
た
。

　

市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
教
育
次
長
、
物
部
支

所
長
、
農
政
課
長
、
商
工

観
光
課
長
、
保
険
課
長
、

企
画
課
長
と
県
教
育
委
員

会
で
組
織
し
、
具
体
的
な

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

す
る
。

　

Ｂ
保
育
園
（
仮
称
）
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
市
道

宮
前
秋
月
丸
線
沿
い
の
用

地
を
取
得
し
、
保
護
者
や

住
民
、
保
育
士
な
ど
の
代

表
に
よ
る
保
育
園
建
設
委

員
会
を
設
置
し
て
基
本
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

建
設
委
員
会
は
、
現
在

ま
で
三
回
開
催
し
、
間
取

り
案
が
出
来
上
が
っ
た
。

今
後
は
、
設
計
業
務
と
併

せ
て
開
発
許
可
申
請
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

本
市
の
多
子
世
帯
の
子

育
て
に
係
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
園

児
を
三
人
以
上
養
育
し
て

い
る
世
帯
の
第
三
子
以
降

三
歳
児
未
満
の
保
育
料
を

保
育
所
、
幼
稚
園
、
届
出

認
可
外
保
育
施
設
の
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
軽
減
ま
た

は
無
料
化
す
る
事
業
で
、

本
年
度
十
月
分
の
保
育
料

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

七
月
一
日
よ
り
、
地
域

再
生
法
に
基
づ
く
地
域
再

生
計
画
が
認
定
さ
れ
、
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　

推
進
事
業
は
二
名
体
制

で
、
早
速
Ｉ
Ｔ
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
研
修
を
実
施
し
、

雇
用
に
繋
げ
た
。
今
後
、

介
護
研
修
や
観
光
ガ
イ
ド

研
修
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
実
現
事
業
に
つ

い
て
は
、
九
月
か
ら
六
名

体
制
と
な
り
、
農
作
業
受

託
作
業
と
観
光
・
特
産
品

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

定
住
自
立
圏

構

想

大
栃
高
校
統
廃

合
後
の
利
用
は

保
育
園
建
設

多
子
世
帯
の

保
育
料
軽
減

雇
用
対
策

来春、統廃合となる大栃高校を臨む


